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D
X
推
進
に
向
け
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
内
製
化
を

　

こ
こ
数
年
、
わ
が
国
に
お
け
る
企
業
の

デ
ジ
タ
ル
化
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ

る
。
大
企
業
の
中
に
は
、
経
理
・
人
事
に

係
る
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
は
も
と

よ
り
、
顧
客
属
性
お
よ
び
生
産
プ
ロ
セ
ス

デ
ー
タ
を
活
用
し
た
A
I
に
よ
る
製
品
の

生
産
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
最
適
化
を
実
現

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
ま
た
、

2
0
2
2
年
11
月
に
米
国
で
誕
生
し
た
対

話
型
の
自
然
言
語
処
理
A
I
で
あ
る

ChatG
PT

の
普
及
も
著
し
い
。
メ
ー
ル

や
広
告
、
記
事
、
商
品
説
明
文
な
ど
の
作

成
サ
ポ
ー
ト
と
い
っ
た
単
純
業
務
の
代
行

の
ほ
か
、
企
画
の
タ
マ
出
し
と
い
っ
た
、

知
見
の
な
い
社
員
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
向
上

な
ど
、
そ
の
活
用
は
、
補
助
な
業
務
に
と

ど
ま
る
も
の
の
規
模
・
産
業
を
問
わ
ず
急

速
な
広
が
り
を
見
せ
て
い
る

1

。

　

今
後
、
多
く
の
企
業
が
、
デ
ジ
タ
ル
化

の
中
で
最
も
困
難
か
つ
重
要
な
D
X
を
推

進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
D
X
と
は
、

一
言
で
言
え
ば
「
デ
ジ
タ
ル
技
術
と
新
し

い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
組
織
を
変
革
し
、

業
績
を
向
上
す
る
こ
と
」 

で
あ
る
。
人
口

が
急
速
に
減
少
し
潜
在
成
長
率
に
下
押
し

圧
力
が
か
か
る
新
常
態
に
お
い
て
も
、
企

業
は
D
X
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
限
ら
れ

た
人
員
の
も
と
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
し
続
け
る
こ
と

が
可
能
に
な
る
。

　

し
か
し
、
世
界
で
急
速
に
進
む
D
X
と

比
べ
れ
ば
、
わ
が
国
の
D
X
の
ス
ピ
ー
ド

は
遅
い
。
I
M
D
デ
ジ
タ
ル
競
争
力
ラ
ン

キ
ン
グ
を
見
る
と
、
わ
が
国
は
19
年
の
23

位
か
ら
23
年
の
32
位
と
趨す

う

勢せ
い

的
に
順
位
を

落
と
し
て
お
り
、
人
材
に
お
け
る
デ
ジ
タ

ル
・
ス
キ
ル
の
不
足
と
、
企
業
に
お
け
る

D
X
推
進
力
の
低
さ
な
ど
が
足
を
引
っ
張

っ
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
不
足 

─ 

本
稿
で
は
デ
ジ
タ
ル
人
材
を
「
A
I
や
デ

ー
タ
・
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
に
従
事
す
る
人

材
の
ほ
か
、
従
来
型
の
I
T
分
野
に
従
事

す
る
人
材
」

2

と
定
義 

─ 

と
D
X
の
遅

れ
は
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る
が
、
こ
の

背
景
に
は
、
経
済
産
業
省
「
D
X
レ
ポ
ー

ト
2
・
1
」 

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
現
在

の
ベ
ン
ダ
ー
企
業（
情
報
通
信
関
連
企
業
）

と
I
T
を
使
う
側
で
あ
る
ユ
ー
ザ
ー
企
業

（
非
情
報
通
信
関
連
企
業
、
一
般
事
業
会

社
）
と
の
間
に
あ
る
、「
付
加
価
値
の
創

出
を
阻
む
相
互
依
存
関
係
」
が
指
摘
で
き

る
。
こ
れ
は
、
ユ
ー
ザ
ー
企
業
は
I
T
を

コ
ス
ト
と
認
識
し
た
上
で
、
ベ
ン
ダ
ー
企

デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成・確
保
に
向
け
た
課
題

日
本
総
合
研
究
所
調
査
部 

主
任
研
究
員

安
井
洋
輔

解 説

　
低
成
長
が
常
態
化
す
る
中
、
わ
が
国
企
業
に
は
、
新
し
い
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
に
つ
な
が
る
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
D
X
）
の
推
進
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
前
提
条
件
に
、
デ
ジ
タ
ル
人
材
が
一
般
事
業
会
社

で
も
活
躍
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
デ
ジ
タ
ル
先
進
国
の
米
国
で
は
デ
ジ
タ
ル
人
材
が
情
報
通
信
業
だ
け
で
な

く
、
幅
広
い
産
業
で
活
躍
し
て
い
る
。
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
幅
広
い
産
業
で
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
活
用
が
進
む
よ
う
、
企

業
は
経
営
戦
略
の
中
に
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
・
確
保
を
位
置
付
け
、
諸
改
革
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

や
す
い
・
よ
う
す
け　
東
京
大
学
経

済
学
部
卒
業
後
、04
年
日
本
銀
行
入

行
。17
年
株
式
会
社
日
本
総
合
研
究

所
入
社
。コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
国
際
公

共
政
策
大
学
院（
S
I
P
A
）修
士
。

専
門
は
日
本
経
済
。
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業
同
士
を
競
わ
せ
て
、
で
き
る
限
り
コ
ス

ト
を
削
減
し
よ
う
と
す
る
一
方
、
ベ
ン
ダ

ー
企
業
は
、
投
入
す
る
労
働
時
間
に
対
す

る
対
価
と
し
て
の
値
付
け
を
行
い
、
低
リ

ス
ク
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
享
受
し
よ
う
と
す
る

点
で
双
方
の
利
害
が
一
致
し
て
い
る
関
係

で
あ
る
。
そ
の
落
と
し
ど
こ
ろ
と
し
て
生

ま
れ
る
I
T
シ
ス
テ
ム
は
、
コ
ス
ト
削
減

に
は
寄
与
す
る
も
の
の
付
加
価
値
の
創
出

に
結
び
付
き
に
く
い
。

　

25
年
以
降
も
こ
う
し
た
関
係
が
継
続
す

る
と
、
本
来
求
め
ら
れ
る
付
加
価
値
を
創

出
す
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
実
装
が
進
ま
ず
、

両
者
と
も
に
「
デ
ジ
タ
ル
競
争
の
敗
者
」

と
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
を
回
避
す
る
に

は
、
経
営
者
が
I
T
シ
ス
テ
ム
を
コ
ス
ト

と
見
る
考
え
方
を
改
め
、
付
加
価
値
を
創

出
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
再
認
識
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
に
は
、
ベ
ン

ダ
ー
企
業
に
丸
投
げ
す
る
の
で
は
な
く
、

各
企
業
が
デ
ジ
タ
ル
人
材
を
抱
え
、
戦
略

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト

と
な
る
。
具
体
的
に
は
、
数
年
ご
と
に
ベ

ン
ダ
ー
企
業
に
大
規
模
な
シ
ス
テ
ム
開
発

を
依
頼
す
る
と
い
う

従
来
型
で
は
な
く
、

自
ら
が
主
体
と
な
っ

て
シ
ス
テ
ム
の
開
発

と
運
用
を
高
頻
度
で

行
っ
て
い
く
型

（D
evO
ps

、
デ
ブ

オ
プ
ス
）
へ
の
転
換

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ

っ
て
、
常
日
ご
ろ
か

ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
取

得
し
た
顧
客
デ
ー
タ

や
生
産
デ
ー
タ
を
分

析
し
て
得
ら
れ
た
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
踏

ま
え
て
I
T
シ
ス
テ

ム
を
不
断
に
改
善
し
、

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
げ
て
い
く
と
い

う
自
律
的
な
発
展
サ
イ
ク
ル
が
形
成
さ
れ

る
。

　

わ
が
国
企
業
に
お
い
てD

evO
ps

が
定

着
す
る
に
は
、
そ
れ
を
担
う
デ
ジ
タ
ル
人

材
が
ユ
ー
ザ
ー
企
業
で
活
躍
で
き
る
よ
う

に
な
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
。
従
っ
て
、

わ
が
国
は
以
下
の
よ
う
な
デ
ジ
タ
ル
人
材

を
巡
る
主
な
課
題
を
解
決
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

デ
ジ
タ
ル
人
材
を
巡
る
課
題
①
量
的
な
不
足

　

第
一
に
、
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
量
的
な
不

足
で
あ
る
。
G
7
の
中
で
最
も
D
X
が
進

ん
で
い
る
米
国
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
人
材
は

21
年
時
点
で
4
9
8
万
人
存
在
し
、
全
就

業
者
の
3
・
5
％
に
達
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
近
年
の
増
加
ペ
ー
ス
を
勘
案
す
る
と
、

25
年
に
は
、
米
国
の
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
シ

ェ
ア
は
3
・
9
％
ま
で
上
昇
す
る
と
予
想

さ
れ
る
。

　

他
方
、
わ
が
国
の
デ
ジ
タ
ル
人
材
は
20

年
時
点
で
1
2
5
万
人
、
全
就
業
者
の

2
・
2
％
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
米
国
よ

り
も
1
％
以
上
低
い
。
加
え
て
、
デ
ジ
タ

ル
人
材
の
増
加
ペ
ー
ス
も
遅
く
、

2
0
2
0
年
に
は
5
年
前
と
比
較
し
て
25

万
人
ほ
ど
増
加
し
た
が
、
こ
の
程
度
の
ペ

ー
ス
で
は
25
年
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
人
材

の
シ
ェ
ア
は
2
・
6
％
ま

で
し
か
上
昇
し
な
い
。
米

国
並
み
に
な
る
に
は
20
年

よ
り
も
1
3
4
万
人
ほ
ど

増
え
る
必
要
が
あ
る
が

（
図
表
1
）、
こ
の
ま
ま
で

は
、
そ
れ
よ
り
も
85
万
人

近
く
下
振
れ
る
こ
と
に
な

る
。

　

こ
う
し
た
状
況
下
、
わ

が
国
で
有
効
な
政
策
対
応

が
な
け
れ
ば
、
デ
ジ
タ
ル

人
材
の
量
的
な
日
米
格
差

は
今
後
縮
ま
る
こ
と
は
な

い
だ
ろ
う
。
こ
の
点
で
、

人
手
不
足
と
潜
在
成
長
率

の
低
さ
に
悩
ま
さ
れ
て
い

る
わ
が
国
で
は
、
デ
ジ
タ

ル
人
材
育
成
と
確
保
は
待

っ
た
な
し
の
課
題
と
言
え

る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
文
部
科

学
省
は
、
大
学
等
が
デ
ジ

タ
ル
人
材
を
25
年
度
ま
で

に
年
間
25
万
人
育
成
で
き

る
態
勢
を
整
備
す
る
と
し

て
い
る

3

。
確
か
に
、
文

科
省
が
目
標
と
す
る
ペ
ー

ス
で
若
年
学
生
を
中
心
に

2015 2020 2025
（試算）

100
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（万人）
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（注）2025年は、人口推計及び2022年の就業率を基に推計した就業者数
（6,575万人）に、米国のデジタル人材シェアの予測値（3.95％）を乗ず
ることで試算。

（出所）U.S. Bureau of Labor Statistics、厚生労働省、国立社会保障・人口
問題研究所、総務省を基に日本総研作成

〈図表1〉2025年に必要なわが国のデジタル人材

1　SPEEDA（2023/05/18）「ChatGPT使ってる？ 大手経営企画に聞いてみた」を参照。
2　詳細は、角田仁（2023）『新生デジタル部門宣言』株式会社クロスメディア・パブリッシングを参照。
3　文科省「数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度概要」（https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/suuri_datascience_ai/00001.htm）
では、「応用基礎レベル（数理・データサイエンス・AIを活用して課題を解決するための実践的な能力）」の育成目標が25万人/年とされている。
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デ
ジ
タ
ル
人
材
を
育
成
す
る
と
、
25
年
ご

ろ
に
は
米
国
並
み
の
デ
ジ
タ
ル
人
材
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
わ
が
国
に

お
い
て
35
歳
以
上
は
他
の
職
業
か
ら
デ
ジ

タ
ル
人
材
へ
の
転
職
が
限
定
的
と
い
う
現

状
を
所
与
と
す
る
と
、
デ
ジ
タ
ル
人
材
の

年
齢
構
成
が
若
年
層
に
偏
り
、
非
常
に
い

び
つ
に
な
っ
て
し
ま
う
（
図
表
2
）。
つ

ま
り
、
量
的
に
は
十
分
に
デ
ジ
タ
ル
人
材

を
確
保
で
き
る
も
の
の
、
そ
れ
だ
け
で
は

デ
ジ
タ
ル
人
材
の
世
代
間
偏
在
と
い
う
新

た
な
問
題
を
引
き
起
こ
す
恐
れ
が
あ
る
。

　

D
X
は
、
最
先
端
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

有
し
た
社
員
が
い
る
だ
け
で
は
進
ま
な
い
。

そ
う
し
た
人
が
構
築
し
た
I
T
シ
ス
テ
ム

や
導
き
出
し
た
デ
ー
タ
分
析
の
結
果
を
フ

ル
活
用
し
て
、
商
品
開
発
や
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
、
組
織
変
革
に
生
か
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
面

の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
踏
ま
え
て
、
I
T

シ
ス
テ
ム
や
デ
ー
タ
分
析
自
体
も
不
断
に

修
正
し
て
い
く
の
で
あ
る
（
こ
の
サ
イ
ク

ル
がD

evO
ps

）。
こ
の
よ
う
に
D
X
を

経
営
戦
略
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
そ
の
点
で
、
若
年
層
だ
け
で
な
く
、

経
営
者
を
筆
頭
に
、
企
業
の
中
核
を
担
っ

て
い
る
中
高
年
層
に
も
デ
ジ
タ
ル
に
対
す

る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。

　

従
っ
て
、
わ
が
国
と
し
て
は
、
よ
り
多

く
の
中
高
年
層
が
デ
ジ
タ
ル
人
材
に
転
換

で
き
る
よ
う
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
っ
て

い
く
べ
き
で
あ
る
。
例
え
ば
、
文
科
省
と

し
て
は
大
学
等
で
中
高
年
層
が
デ
ジ
タ
ル

関
連
科
目
だ
け
で
も
リ
ス
キ
リ
ン
グ
し
や

す
く
な
る
よ
う
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
教
え

方
を
工
夫
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ま

た
、
厚
生
労
働
省
で
は
、
雇
用
保
険
の
被

保
険
者
で
あ
れ
ば
誰
も
が
5
〜
7
割
の

補
助
を
得
ら
れ
る
（
年
間
上
限
56
万
円
）、

専
門
実
践
教
育
訓
練
給
付
金
の
対
象
講
座

（%）

2020

2025（試算）

（歳）

14
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8

6

4

2
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〜
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〜
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〜
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〜
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〜
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〜
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〜
59
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〜
54

45
〜
49

40
〜
44
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〜
39
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〜
34

25
〜
29

20
〜
24
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〜
19

（%）

日本（2020年）

米国（2022年）

（歳）

6
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1
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〜
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〜
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〜
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〜
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〜
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〜
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〜
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〜
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〜
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〜
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〜
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（注）以下の条件を満たすように、2025年における年齢層ごとのデジタル人材シェアを試
算：
①2020年に35歳以上の年齢層では5年後も各世代のデジタル人材シェアは不変。
②2025年の就業者におけるデジタル人材シェアが米国並みの3.95％。
③2015年に20歳以上34歳以下の年齢層では、2015年から2020年にかけての
各世代のデジタル人材シェアの変化幅に比例するように2025年にかけてデジタル
人材シェアが上昇。
なお、就業者数は人口推計と2022年の就業率を基に試算。

（出所）U.S. Bureau of Labor Statistics、総務省を基に日本総研作成

〈図表2〉わが国のデジタル人材シェアの年齢分布

（注）米国における10歳刻みの年齢区分（25～34歳、35～44歳、45～54歳、55～64
歳）について5歳区分に変換する際には、同様のデジタル人材シェアとした。

（出所）U.S. Bureau of Labor Statistics、総務省を基に日本総研作成

〈図表3〉デジタル人材シェアの年齢分布（日米比較）
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に
デ
ジ
タ
ル
関
連
の
講
座
を
増
や
す
こ
と

も
重
要
で
あ
る
。
企
業
と
し
て
も
中
高
年

を
含
め
た
全
社
員
の
学
び
直
し
を
奨
励
し

つ
つ
、
学
ぶ
時
間
の
確
保
に
向
け
た
長
時

間
労
働
の
是
正
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高

め
る
た
め
に
デ
ジ
タ
ル
・
ス
キ
ル
を
身
に

付
け
た
中
高
年
層
の
処
遇
を
引
き
上
げ
て

い
く
こ
と
が
重
要
だ
ろ
う
。

　

こ
こ
で
、
米
国
の
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
シ

ェ
ア
に
つ
い
て
年
齢
別
に
見
る
と
、
25
〜

34
歳
が
ピ
ー
ク
で
は
あ
る
も
の
の
、
年
齢

階
層
が
上
が
っ
て
も
同
シ
ェ
ア
の
低
下
は

緩
や
か
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
わ
が
国
の

そ
れ
と
は
形
状
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
（
図
表
3
）。
こ
れ
は
情

報
技
術
の
進
展
に
伴
い
、
1
9
8
0
〜

90
年
代
ご
ろ
か
ら
大
学
・
大
学
院
な
ど
を

通
じ
て
多
く
の
専
門
人
材
が
継
続
的
に
輩

出
さ
れ
て
き
た
ほ
か
、
企
業
で
も
専
門
家

と
し
て
の
活
用
が
定
着
し
て
き
た
と
い
う

歴
史
的
な
経
緯
が
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。

わ
が
国
も
図
表
2
の
よ
う
な
若
年
層
に
偏

っ
た
年
齢
構
成
で
は
な
く
、
図
表
3
に
お

け
る
米
国
の
よ
う
な
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

年
齢
構
成
と
な
る
よ
う
政
策
的
な
努
力
を

払
う
べ
き
で
あ
る
。
適
切
な
政
策
対
応
を

行
っ
た
と
し
て
も
、
他
の
職
業
か
ら
デ
ジ

タ
ル
人
材
の
転
換
は
難
し
い
面
も
あ
る
た

め
、
そ
の
実
現
は
容
易
で
は
な
い
が
、
そ

れ
で
も
D
X
の
遅
れ
は
大
き
く
緩
和
で
き

る
と
期
待
さ
れ
る
。

デ
ジ
タ
ル
人
材
を
巡
る
課
題
②
産
業
間
偏
在

　

第
二
に
、
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
産
業
間
偏

在
で
あ
る
。
産
業
別
に
デ
ジ
タ
ル
人
材
の

シ
ェ
ア
に
つ
い
て
日
米
で
比
較
す
る
と
、

情
報
通
信
業
以
外
の
概
ね
す
べ
て
の
産
業

で
米
国
の
方
が
上
回
っ
て
い
る（
図
表
4
）。

つ
ま
り
、
米
国
は
わ
が
国
よ
り
も
幅
広
い

産
業
で
デ
ジ
タ
ル
人
材
が
活
躍
で
き
て
い

る
。
先
に
述
べ
た
通
り
、
情
報
通
信
業
だ

け
で
な
く
幅
広
い
産
業
でD

evO
ps

を
ベ

ー
ス
に
し
た
D
X
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
わ
が
国
の
情
報
通
信
業
以
外
の

産
業
に
お
い
て
も
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
活
用

余
地
は
大
き
い
。

　

従
っ
て
、
わ
が
国
は
新
た
に
育
成
さ
れ

た
デ
ジ
タ
ル
人
材
や
情
報
通
信
業
で
過
剰

と
な
っ
た
デ
ジ
タ
ル
人
材
を
他
の
産
業
に

シ
フ
ト
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め

に
は
、
ま
ず
、
ユ
ー
ザ
ー
企
業
は
経
営
戦

略
の
中
に
D
X
を
位
置
付
け
る
こ
と
で
、

デ
ジ
タ
ル
人
材
が
常
時
活
躍
で
き
る
ポ
ジ

シ
ョ
ン
を
用
意
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

こ
う
し
た
場
が
な
け
れ
ば
、
デ
ジ
タ
ル
人

材
を
採
用
し
て
も
部
分
的
な
デ
ジ
タ
ル
化

に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
、
経
営
層
の
関
与
が
な
け
れ
ば

D
X
は
進
ま
な
い
点
に
は
留
意
が
必
要
で

あ
る
。

　

ま
た
、
ジ
ョ
ブ
型
雇
用
制
度
の
導
入
も

不
可
欠
で
あ
る
。
社
外
の
デ
ジ
タ
ル
人
材

に
対
し
、
企
業
内
の
年
功
的
な
賃
金
表
を

ベ
ー
ス
に
賃
金
を
オ
フ
ァ
ー
し
て
も
、
需

要
が
高
ま
る
中
で
賃
金
が
上
昇
し
つ
つ
あ

る
デ
ジ
タ
ル
人
材
を
採
用
・
リ
テ
ン
シ
ョ

ン
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
よ
っ
て
、
デ
ジ

タ
ル
人
材
に
対
す
る
職
務
内
容
を
明
確
化

す
る
こ
と
に
加
え
て
、
彼
ら
彼
女
ら
の
市

場
賃
金
を
踏
ま
え
て
オ
フ
ァ
ー
賃
金
を
設

定
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ジ
ョ
ブ
型

雇
用
制
度
の
導
入
に
よ
っ
て
、
外
部
の
デ

ジ
タ
ル
人
材
が
安
心
し
て
転
職
の
意
思
決

定
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
ほ

か
、
既
存
社
員
の
中
か
ら
も
経
営
方
針
に

従
い
デ
ジ
タ
ル
人
材
に
転
換
し
よ
う
と
す

る
人
が
増
え
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

そ
れ
以
外
の
社
員
に
と
っ
て
も
「
デ
ジ
タ

ル
人
材
は
従
事
し
て
い
る
業
務
が
異
な
る

の
で
賃
金
水
準
も
異
な
っ
て
当
然
」
と
納

得
で
き
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
点
で
、
近
年
、
デ
ジ
タ
ル
人

（％、％ポイント）

米国

26.0

18.9

7.8

4.3

3.6

3.2

2.5

1.9

1.2

0.8

0.7

0.6

0.4

0.4

0.3

0.1

0.0

情報通信業

専門サービス業

金融・保険業

その他サービス業

電気・ガス・水道

卸売業

製造業

教育・学習支援業

鉱業

不動産・物品賃貸業

医療・福祉

娯楽業

運輸・郵便

小売業

建設業

農林水産業

飲食・宿泊業

日本

48.8

2.0

1.6

0.6

1.1

1.2

1.2

0.1

0.1

0.3

0.1

0.2

0.2

0.2

0.3

0.0

0.0

米国ー日本

-22.7

16.9

6.3

3.7

2.5

2.0

1.4

1.7

1.2

0.5

0.6

0.4

0.2

0.2

-0.0

0.1

0.0

（注）米国の産業分類のうち、Administrative and Support and Waste 
Management and Remediation Service、Management of 
Companies and Enterprisesはその他サービス業に含めた。

（出所）U.S. Bureau of Labor statistics, 総務省を基に日本総研作成

〈図表4〉デジタル人材の産業別シェア（日米比較）
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材
の
市
場
賃
金
情
報
が
入
手
し
や
す
く
な

っ
て
き
て
い
る
こ
と
は
好
ま
し
い
動
き
で

あ
る
。
例
え
ば
、
一
般
社
団
法
人
人
材
サ

ー
ビ
ス
産
業
協
議
会
は「
転
職
賃
金
相
場
」

を
毎
年
公
開
し
て
お
り
、
そ
こ
で
は
ア
プ

リ
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
や
I
T
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
I
T
セ
ー
ル
ス
・
エ

ン
ジ
ニ
ア
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ジ
タ
ル

人
材
の
年
収
相
場
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、OpenSalary

と
い
う
サ
イ
ト
で
は
、

匿
名
で
集
め
ら
れ
た
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
給

与
情
報
を
職
種
別
・
企
業
別
に
把
握
で
き

る
。
ユ
ー
ザ
ー
企
業
は
こ
う
し
た
外
部
労

働
市
場
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
賃
金

相
場
を
に
ら
み
な
が
ら
、
自
社
に
お
い
て

ジ
ョ
ブ
型
雇
用
を
推
進
し
、
デ
ジ
タ
ル
人

材
の
育
成
と
確
保
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
よ
う
。

　

た
だ
し
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
こ
う
し
た

賃
金
情
報
は
労
働
市
場
の
効
率
化
に
資
す

る
公
共
財
で
も
あ
る
た
め
、
政
府
が
収

集
・
整
理
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
米
国
で

は
、
労
働
統
計
局
が
8
3
0
の
職
種
に
関

す
る
賃
金
水
準
を
公
開
し
て
お
り
、
デ
ジ

タ
ル
関
連
の
職
種
と
し
て
17
種
類
も
存
在

す
る
。
他
方
、
わ
が
国
の
厚
労
省
が
所
管

す
る
「
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査
」
で
は
、

1
4
4
の
職
種
し
か
賃
金
水
準
を
公
開
し

て
お
ら
ず
、
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
人
材
に
対

応
す
る
分
類
は
「
シ
ス
テ
ム
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
・
設
計
者
」「
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
作
成
者
」

「
そ
の
他
の
情
報
処
理
・
通
信
技
術
者
」

の
三
つ
し
か
存
在
し
な
い
。
厚
労
省
は
よ

り
多
く
の
職
種
、
と
り
わ
け
労
働
需
要
が

増
加
し
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
人
材
に
つ
い
て
、

職
種
別
賃
金
情
報
の
提
供
を
拡
充
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

デ
ジ
タ
ル
中
高
年
の
育
成
を

　

以
上
の
よ
う
に
、
若
年
層
だ
け
で
な
く
、

中
高
年
層
も
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
本
質
を
見

極
め
、
そ
れ
を
経
営
に
生
か
し
て
い
く
人

材
が
増
え
て
い
く
こ
と
の
必
要
性
を
述
べ

た
が
、
今
ま
で
は
専
門
用
語
の
多
さ
や
仕

組
み
の
複
雑
さ
に
加
え
、
そ
う
し
た
内
容

を
教
え
て
く
れ
る
教
師
役
の
不
足
や
費
用

面
の
高
さ
か
ら
、
初
心
者
は
デ
ジ
タ
ル
技

術
に
つ
い
て
学
び
に
く
い
環
境
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
幸
い
な
こ
と
に
、YouTube

動
画
や
I
T
企
業
が
提
供
す
る
オ
ン
ラ
イ

ン
講
座
で
、
最
先
端
の
デ
ジ
タ
ル
・
ス
キ

ル
の
解
説
が
無
料
ま
た
は
安
価
に
視
聴
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
ほ
か
、
専

門
実
践
教
育
訓
練
の
「
第
四
次
産
業
革
命

ス
キ
ル
習
得
講
座
」
の
中
に
は
、
デ
ジ
タ

ル
・
ス
キ
ル
を
短
期
間
で
学
べ
る
も
の
も

あ
る
。
さ
ら
に
は
、ChatG

PT

に
向
け

て
関
心
の
あ
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
仕
組
み

に
つ
い
て
質
問
す
れ
ば
、
質
問
者
の
レ
ベ

ル
に
合
わ
せ
て
「
嫌
な
顔
一
つ
せ
ず
」
に

丁
寧
に
教
え
て
く
れ
る
。
意
欲
の
高
い
中

高
年
で
あ
れ
ば
、
A
I
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
に
つ
い
て
も
、
そ
の
実
装
に
必
要
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
提
案
か
ら
自
分
が
書
い
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
修
正
、
さ
ら
に
は
コ
マ
ン
ド

の
意
味
ま
で
も
詳
細
に
説
明
し
て
く
れ
る

ChatG
PT

を
活
用
し
て
、
際
限
な
く
ス

キ
ル
を
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
。

　

従
っ
て
、
必
ず
し
も
理
系
出
身
で
な
く

て
も
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
初
心
者
で
あ
っ

た
と
し
て
も
、
や
る
気
さ
え
あ
れ
ば
A
I

な
ど
最
新
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
や
す
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
言

え
る
。
リ
ス
キ
リ
ン
グ
に
よ
っ
て
、
今
ま

で
の
豊
富
な
ビ
ジ
ネ
ス
経
験
に
加
え
て
、

デ
ジ
タ
ル
の
ビ
ジ
ネ
ス
活
用
に
関
し
て
視

座
が
高
ま
っ
た
中
高
年
層
が
増
え
て
い
け

ば
、
D
X
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
旗
振
り
役
や

応
援
団
が
増
え
て
、
わ
が
国
で
も
急
速
に

D
X
が
進
む
と
期
待
で
き
る
。
政
府
や
企

業
は
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
・
確
保
に
引

き
続
き
注
力
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。


